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発行:調布九条の会「憲法ひろば」
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〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





最近の子どもの手にする教科書は、カラー印刷で立派に見えます。けれど、大切なのはその中身。今回検定に出された教科書を手にとって読んでみると、その違いに驚かされます。「今、教科書には何がどう書かれているのか知ってもらいたい、平和な社会を子どもたちに手渡すために教科書をしっかり選んでもらいたい」、そんな思いで、たづくり南ギャラリーに子育てネットコノコノもお手伝いして展示を行い、学習会にも参加しました。


教科書の採択


に市民の声を


　石山久男さん（写真右）は、教科書問題に関わり続けてきた専門家。扶桑社が分かれてできた二社(自由社･育鵬社)の教科書の特徴として「戦争の被害よりも国民が戦争に一致協力した面を強調していること」や、「日本の戦争がアジアの人々に被害を与えたことよりもアジアのためになったことを強調していること」、「日本の歴史全体を天皇中心の歴史として描き、国民の権利よりも義務を強調し、憲法の国民主権の原則を否定していること」「領土問題などを大きくとりあげ、軍備増強の必要性を強調、国防の義務まで説いていること」「憲法改正を当然視し、改正の項がもうけられていること」などを指摘されました。さらに公民ではこの２社が「原発について、安全神話をひきずり危険性に具体的に触れていないこと」、他方、清水書院では「原発の危険性、課題についての記述があること」、「労働者の権利についてわかりやすく書かれていること」などが話されました。こうした多くの問題を含んでいるのに教科書採択についてのマスコミ報道はほとんどない、市民として意見をぜひ届けてほしいというお話でした。


居場所求める


生徒支えたい


続いて教師として子どもたちをみつめ続けてきた綿貫公平先生（写真左）のお話。公立学校での効率化、階層化、教員の視野が内向きならざるをえない現実、学校選択で何が変わったのか、さらに三・一一で明らかになったこととして市町村合併や新自由主義的教育施策で「地域が崩されていたこと」が被害を大きくしていたのではとも語られました。消費社会、情報化社会、就職への不安のなかで、コントロールされきっているか、時としてコントロールが効かなくなってしまう生徒が少なくないこと。しかし居場所を求めて生きようとしていることは変わらない、そこを支えたいと話され、私たちも勇気をもらいました。


子どもたちの


ためだけか？


　子どもたちが困難な時代を生きていくために、歴史や事実からちゃんと学び、お互いを尊重しながら紛争や問題を解決していこうと考えられるような教科書を選んでほしい。採択に現場の先生の意見が届きにくいならなお、市民が意見を届けなくてはならない、そしてそれは教科書を使う子どもたちのためだけではなく、私たちおとなも生きる社会をどうしたいかが問われていることだと感じました。　　（川上・記）
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　調布｢憲法ひろば｣は｢調布･子どもと教育を考える市民会議」と共催で、「公民館・たづくり利用者会議」主催のお祭り（ハートふえーるコミネット）に参加。六月十八日にはたづくり･映像シアターで｢ボクの教科書はどうやって選ぶの？｣というテーマの学習会(第六三回例会)、浅野智子世話人の司会（左上写真）で五十三人が集いました。今回は子育てネットコノコノの川上さんにレポートをお願いしました。（編集部）
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WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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